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た
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近
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然
も
世
田
介
に
於
け
る
こ
れ
ら
の
大
都
市
の
中
、
人
口
百
高
以
上
を
有
す
る
所
謂
百
寓
人
級
大
都
市
(
昌
子
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或
は
世
界
都

時
五
色

EE)
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
、
そ
の
数
三
十
四
五
に
も
及
{
鵠
今
、

と
れ
ら
の
大
都
市
の
設
建
を
視
る
に
、
殆
ど
そ
れ
は
産

業
革
命
以
後
大
慌
に
就
て
い
へ
ば
一
八

0
0年
代
以
後
に
属
す
る
。
地
球
上
に
今
日
ま
で
人
口
十
寓
以
上
の
都
市
が
現
は
れ
左
か
っ

A

詮
T

と

た
の
で
は
友
い
か
Y

今
日
の
如
く
多
数
の
大
都
市
が
殆
ど
時
を
同
し
う
し
て
、
剖
ち
僅
か
百
三
四
十
年
の
問
に
、
地
球
の
到
る
鹿
に

建
設
せ
ら
れ
且
つ
命
現
に
建
設
せ
ら
れ
つ
L

あ
る
が
如
き
は
、
人
類
歴
史
に
本
前
の
出
来
事
と
い
は
ね
ば
左
ら
ぬ
。
事
者
現
代
を
名

け
て
大
都
市
時
代
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忠
ふ
に
今
日
地
上
に
か
く
も
多
数
の
大
都
市
の
建
設
せ
ら
れ
た
と
い

ふ
こ
と
は
、
地
理
由
学
上
か
ら
み
て
も
、

主
し
く
現
代
を
前
代
と
劃
す
る
重
要
左
る
出
来
事
で
あ
り
、

一
大
社
親
た
る
に
は
蓮
ひ
な
い

が
、
そ
れ
に
も
況
し
て
現
代
大
都
市
の
も
つ
文
化
的
機
能
と
影
響
に
至
り
て
は
偉
大
た
る
も
の
が
あ
る
。
大
都
市
は
現
代
文
化
の
創
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造
者
で
あ
り
支
配
者
で
あ
る
。
農
村
は
い
ふ
も
更
な
り
、
大
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無
数
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中
小
都
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も
亦
大
都
市
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主
勤
者
と
す
る
一
大
組
織
の
中
に

編
入
さ
れ
て
し
ま
っ
で
ゐ
る
。
大
都
市
は
責
に
現
代
生
活
の
主
動
者
で
あ
り
指
揮
者
で
あ
る
。
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せ
含
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け
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す
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叉
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を
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す
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の
と
考
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ら
れ
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し
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と
の
所
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大
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述
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又
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じ
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後
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年
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計
九
、
欧
洲
外
の
分
総
計
二
九
四
と
執
ピ
て
ゐ
る
、

但
し
右
統
計
年
鑑
に
は
一
九
三

O
年
に
於
け
る
川
本
地
の
大
都
市
数
を
三
八
と
報
ピ
て
ゐ
る
が
日
本
都
市
年
結
に
按
れ
ば
三
二
で
あ
る
。
有
偽
げ
た
る

省
闘
の
大
符
市
政

ω人
口
訓
査
の
年
度
を
空
ち
ノ
¥
に
し
て
ゐ
る
四
で
料
航
な
る
現
布
数
を
こ
れ
か
ら
算
出
問
来
ね
が
、
欧
州
心
分
を
約
二
五

C
、
欧

州
外
の
分
を
約
-
一
一

C
O
と
概
算
し
て
今
日
貨
に
五
百
五
十
許
習
の
大
都
市
が
地
球
上
に
仔
花
し
て
ゐ
る

D
C
あ
る
。
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即
日
町
一
)
七
本
の
大
都
市
け
川
和
十
年
肌
牝
に
蹴
れ
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(
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林
市

-q慨
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よ
る
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も
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島
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一
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の
も
叱
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戸
・
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話
の

二
寸
高
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上
む
も
の
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陶
・
長
崎
・
央
・
仙
査
・
八
幡
・
函
館
・
静
岡
の
七
、

十
世
両
以
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札
帆
-
熊
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椛
刻
引
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庇
児
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和
歌
山
・
悦
世
保
・
附
山
・
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津
・
川
齢
・
小
樽
・
堺
・
川
町
橋
・
新
潟
・
涜
松
・
下
関
・
岐
阜
・
門
司
・
小
倉
・
大
牟
問
・
高
知
の

二
十
を
教
へ
る
。

(
註
三
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岡
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官
議
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は
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口
二
千
以
上
の
白
所
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と
な
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、
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千
以
上
寸
前
ま
で
か
一
巾
都
市
(
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十
高
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市
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。
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世
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五
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潤
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級
大
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市

p
t
E
E
Z品
ご
は
、
欧
洲
で
は
ベ
ル
リ
ン
・
ハ
ン
ブ
ル

ク
・
パ

H
Y
-
-
ロ
ン
ド
ン
・
バ

1
ミ
ン
ガ
ム
・
グ
ラ
ス
ゴ
!
・
ロ
!
?
・
ウ
ィ
ー
ン
・
ワ
ル
シ
ヤ
ゥ
・
モ
ス
コ

1
・レ

1

ニ
ン
グ
ラ

l
v
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イ

ス
ト
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十
三
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欧
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海
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天
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京
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ド
ュ
!
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あ
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然

L

(
註
一
一
)
に
み
る
如
〈
日
本
で
は

東
京
・
大
阪
の
外
に
名
古
山
間
・
京
都
が
百
高
級
に
上
り
こ
の
外
神
戸
は
今
日
九
十
一
一
高
品
聞
を
有
し
こ
れ
亦
近
〈
百
高
級
に
上
る
で
あ
ら
う
。

(
註
五
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(
ロ
ド

1
ト

コ

rzL。
円
)
に
掠
れ
ば
古
代
パ
ピ
ロ
ン
の
民
支
は
約
五
百
平
方
粁
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今
日
の
伯
林
の
約
八
倍
)
に
上
り
、
バ
イ
ブ
ル
は
犬
都
市
-
一

-一
1
ヴ

(ZHE4)
は
そ
れ
を
一
周
す
る
の
に
二
一
日
間
を
要
し
た
と
記

L
、
そ
の
中
に
は
百
市
内
の
人
間
が
住
ん
で
ゐ
た
と
い
は
れ
る
。
紀
元
前
三
世
紀
二

位
紀
に
豆
大
都
市

(
H
C
m
E
5
2品
主
と
し
て
勃
興
せ
る
も
の
に
プ
ト
レ
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l
岡

弓

E
F
E
Z
E岩
三
・
ぜ
ロ
イ
み
ア
闘
(
出
o
r
z
r
E
E耳
目
の
と
の
首
都
が

あ
る
。
而
し
て
ぜ
ロ
イ
キ
ア
に
は
六
十
寓
の
人
口
が
あ
ワ
た
と
い
は
れ
る
。
か
の
カ
ル
タ
ゴ
に
は
ポ
エ
ユ
職
却
す
前
に
約
七
十
宮
内
の
人
口
が
あ
り
、
古
代

ロ
l
マ
市
は
二
百
高
の
人
口
を
有
し
た
と
い
は
れ
る
。
紀
元
七
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
欧
測
の
唯
一
の
大
都
市
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

1
プ
ル
で

( 。
司
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あ
っ
た
。
十
字
軍
の
時
代
頃
品
ら
失
策
に
欧
洲
に
大
都
市
が
現
は
れ
始
品
、
伊
太
利
で
は
メ

l
ラ
ン
ド
・
ヴ
エ
品
ス
・
ナ
ポ
リ
が
十
寓
或
は
そ
れ
以
上
主

有
す
る
に
至
り
、
仰
川
崎
で
は
バ
リ
!
の
人
口
は
十
四
世
紀
D
始
め
以
来
念
帯
し
た
が
、
そ
の
後
宇
に
疾
病
の
勉
め
に
多
数
の
人
口
を
喪
っ
た
。
十
六
世

紀
に
東
洋
へ
の
新
航
路
が
後
見
せ
ら
る

L

や
去
に
大
都
市
の
勃
興
を
み
る
に
至
り
、
ロ
シ
ド
ン
の
如
き
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
に
人
口
十
高
か
ら
二
十
丘

高
に
雌
注
し
、
嫡
逸
で
は
ウ
イ
l

y
・
ハ
ン
プ
ル
グ
が
、
和
閣
で
は
ア
ン
ト
ワ
l
プ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
が
、
ピ
レ
ネ
l
半
島
で
は
リ
ス
ポ
ン
・
マ
「
リ

ヴ
ド
が
何
れ
も
大
都
市
級
に
逸
品
、
一
入
六

O
年
頃
に
は
今
O
獅
逸
制
域
に
ベ
ル
リ

y
・
ハ
ン
プ
ル
ク
・
ミ
ユ
ン
へ
ン
。
プ
レ
ス
ロ

1
a
ド
レ
ス
ヂ
シ
・
テ

ル
ン
の
六
大
都
市
を
数
ふ
に
宝
ロ
一
九

O
O年
に
は
貨
に
大
都
市
薮
が
四
十
六
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。

(
註
五
J
-
一
)
壬
ス
ト
は
大
都
市
『
一
-
一
イ

1
ヴ
の
人
口
は
六
十
潟
以
上
に
は
上
ら
ざ
り
し
な
る
べ
く
、
ア
テ
ネ
の
人
口
は
そ
の
盛
時
に
於
て
も
十
五
時

ロ
1
7
白
人
口
は
約
七
十
寓
で
あ
っ
た
。
濁
注
で
は
巾
陛
都
市

ο
最
も
栄
え
た
十
五
世
犯
に
於
て
、
都
市
人
口
は
ケ
ル
ン
が
約
一
一
一
席
、
ス
ト
一
プ
ス
ブ
ル

ゲ
・
リ
ユ

1
ベ
ヴ
ク
・
ハ
ン
フ
ル
グ
・
ニ
ヱ

I
ル
ン
ベ
ル
ヒ
は
約
二
市
内
丸
山
ら
二
市
内
五
千
、
ァ
ウ
ゲ
ス
フ
ル
グ
が
一
一
品
八
千
、
フ
ラ
ン
ク
ア
ル

1
ア
ム
ア
イ
ン

は
九
千
、
一
ブ
イ
プ
チ
ヒ
が
四
千
、
ド
レ
ス
デ
ン
が

=
7
T
乃
至
五
子
で
あ
っ
た
と
い
ト
。

〈
註
穴
)

1

J

イ
ホ
ル
卜
に
限
れ
ば
一
兆
凶
代
あ
り
て
は
大
都
4

仙
の
勃
畑
一
け
一
八
0
0
河
川
明
か
ら
対
ま
る
c

帥
ち
〕
凡

O
一
年
か
ら
問
中
ん
や
ま
で
に
、
都

和
人
口
り
バ
ー
さ
ン
カ
ム
は
士
市
一
一
一
千
か
ら
寸
八
誠
一
千
に
、
シ
エ
ヴ
フ
イ

1
ル
F
は
凹
国
六
千
か
ら
十
一
茂
一
千
に
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
は
三
寓
五

千
九
日
ら
三
十
五
市
内
三
千
に
、
リ

l
ゲ
は
五
高
三
千
九
日
ら
十
五
高
二
千
に
、
プ
ラ
ツ

γ
フ
ォ
ー
ド
は
三
高
か
ら
十
高
五
千
に
榊
加
し
て
ゐ
る
。
一
八

O
一

年
か
ら
三
一
年
に
至
る
問
に
人
口
は
リ
パ
プ
ー
ル
で
は
一
八
一
一
一
%
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
は
一
六
一
%
の
躍
、
過
を
示
し
、
ロ
ン
ド
ン
は
一
八
0
0
年
か
ら
二

一
年
宝
で
に
九
十
高
か
ら
百
三
十
七
寓
九
千
に
上
っ
た
。
令
一
滴
遜
で
は
一
八
五

O
年
四
恥
ら
都
市
人
口
の
膨
援
が
始
っ
た
が
所
謂
酬
明
遜
の
大
都
市
時
代

は
同
図
。
資
本
主
義
白
築
え
出
し
た
一
八
七

O
竿
以
後
と
か
る
べ
き
で
あ
る
3

一
八
七
一
年
か
ら
一
九

O
O
年
空
で
の
問
に
住
民
十
高
以
上
の
都
市
毅

は
二
四
」
一
二
%
、
二
寓
か
ら
十
高
ま
で
の
都
市
教
は
一

O
三
%
、
五
千
か
ら
二
茂
君
で
は
四
七
・
八

μ
、
二
千
か
ら
五
千
ま
で
の
住
所
教
で
は
二
七
・

0
%
、
二
千
以
下
白
そ
れ
は
僅
九
日
に
了
二
一
ガ
の
帯
加
で
あ
る
。
都
市
殊
に
大
都
市
敬
の
著
し
き
暫
加
率
を
み
る
べ
き
で
あ
る
。
大
都
市
の
数
は
一

八
八

O
年
が
十
五
、
一
八
九

O
年
が
二
十
六
、
一
九

O
O年
が
三
十
三
で
あ
っ
た
。
同
盟
幽
で
は
笠
宮
吉
中
央
集
権
の
結
果
大
都
市
が
多
く
零
連
し

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
バ
リ

1

D
人
口
を
袷
品
、
マ
ル
セ

1

ュ
・
ヅ
ウ

l

ロ
ン
・
ニ
ツ
ソ
ア
・
リ
ヨ
ン
・
ボ
ル
ド
ー
・
ナ
ン
ト
・
リ

1
A
・ル

I
等
の

大
都
市
的
後
逮
は
寸
九
欧
紀
の
こ
と
で
あ
る
o

パ
リ
!
の
人
口
は
一
ヘ
0
0
年
が
六
十
高
、
一
八
七
十
年
が
百
八
十
高
、
一
八
へ
一
年
二
百
二
十
四
高

一
九

O
一
年
に
二
百
七
十
一
高
に
上
っ
た
。
同
ア
メ
り
カ
で
は
同
園
の
岸
業
革
命
が
成
就
さ
れ
た
一
八
六

O
年
以
後
か
ら
大
都
市
時
代
が
蛤
ま
る
。
大

都
市
数
は
一
八
八
二
年
に
は
僅
恥
に
二
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
、
一
八
八

O
年
に
は
二
十
、
一
八
九

O
年
に
は
二
十
八
、
一
九

O
O年
に
は
三
十
八
と
な
叩

大
都
市
時
代
の
出
現
と
そ
の
可
能
原
因
の
考
察

第
四
十
四
巻

豆王

宝1.

第

貌

五
五
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大
都
市
時
代
の
肉
親
'
と
そ
の
可
能
原
因
の
考
察

た
。
大
都
市
の
念
速
な
る
増
加
と
膨
張
と
は
ア
メ
り
カ

P

一
特
色
を
な
し
て
ゐ
る
が
、

八
三
二
年
は
七
百
、
一
八
四

O
年
は
四
千
五
百
、
一
八
五

O
年
に
一
一
一
高
、

五
六

第

銃

第
四
十
四
巻

五
六

そ
の
代
表
的
な
も
の
正
し
て
シ
カ
ゴ
の
如
き
は
そ
の
人
口
、

一
八
八

O
年
に
は
五
十
高
、
一
八
九

O
年
に
は
百
十
誌
に
上
り
、
一
九
一

O

年
に
唯
一
一
百
二
十
一
薦
、
今
日
は
貨
に
三
百
四
十
寓
の
大
人
口
を
有
ナ
る

H
V
Z
N
1
u
L
昨
(
一
計
一
叫
ん
恥
一
段
…
料
品
抽
出
)
正
い
は
る
ふ
も
亦
宣
な
り
と
い
は
ね
ば

な
ら
山
町
。
ラ
イ
ネ
ル
ト
は
日
本
に
就
て
詳
細
に
遮
ペ
て
ゐ
な
い
が
、
日
本
に
於
け
る
大
都
市
白
後
遺
も
亦
、
日
本
の
農
業
革
命
及
び
資
本
主
義
の
設
建

と
歩
を
一
に
し
て
ゐ
る
。
日
本
内
地
白
人
口
十
高
以
上
の
大
都
市
は
日
本
資
本
主
義
り
勃
興
期
前
で
あ
る
明
治
二
十
一
年
に
は
六
な
り
し
が
、
日
持
戦

争
を
終
へ
て
勃
興
期
に
入
る
干
、
明
治
三
寸
一
年
に
は
そ
の
数
八
、
三
十
六
年
木
に
は
九
止
な
り
、
日
接
戦
領
後
の
四
十
一
年
末
に
は
十
、
大
宣
二
年

末
に
は
寸
一
、
世
界
職
手
の
影
響
を
う
け
て
愈
k
陸
自
期
に
入
ワ
た
大

E
九
年
に
は
十
六
と
な
っ
た
。
川
柳
来
、
解
済
界
に
法
起
伏
あ
る
が
人
口
の
膨
張

削
明
湘
瓦
干
に
一
一
一
r
卜

L
一
両
し
て
川
叫
に
三
卜
問
を
数
1

る。

i
f
s
z
p
z
l
'
f
H
 

d
剖
4
H
d叫鋭、
d
j
u
何
世
起
す

大
都
小
毅
は
大
正

l
四
年

ι
ニ
十
一
、

二
、
大
都
市
時
代
現
出
の
諸
原
因

以
上
の
如
く
産
業
革
命
以
後
に
至
り
て
大
都
市
時
代
が
現
出
し
た
が
、

こ
の
現
出
を
可
能
な
ら
し
め
た
る
諸
原
因
は
何
で
あ
ら
う

由通

そ
乙
に
は
吐
舎
上
即
時
以
治
上
'
経
済
上
科
事
上
等
の
一
諸
種
の
原
因
が
存
ず
る
の
で
あ
る
。

(a) (甲)
経
済

上
ivt 
曾
上
の
原
因

分
業
の
褒
達

機
械
の
夜
明
は
一
つ
の
仕
事
を
数
十
乃
至
数
百
の
過
程
に
分
ち

そ
の
各
々
の
過
程
が

の
職
業
と
友
り

τ

人
々
に
多
く
の
働
き
揚
所
》
提
供
す
る
。

か
く
て
分
業
は
音
に
多
く
の
職
業
を
創
造
す
る
の
み
な
ら
や
、

又
そ
の
仕
事
が
簡
皐
化
せ

ら
る
も
ゐ
が
故
に

b
ら
ゆ
る
人
を
吸
牧
す
る
。
分
業
は
農
商
業
よ
り
も
工
業
に
於
て
最
も
よ
く
護
迷
し
う
る
が
放
に
、

工
業
は
又
最
も

多
く
の
弊
働
者
乞
働
か
し
う
る
。

に
多
数
の
持
働
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

集
り
て
大
都
市
を
建
設
し
て
ゆ
く
一
の
理
由
は
と
も
λ

に
あ
る
。
例
農
村
利
用
の
機
大
、
都
市
は
ゾ
ム
パ
ル
ト
の
い
ふ
如
〈
可
そ
の
生

工
場
工
業
の
楽
ゆ
る
近
代
的
工
業
都
市

3
2
2
r
E
Z
Z

128 
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活
が
農
業
的
努
働
の
生
産
物
に
依
存
す
る
人
類
の
楽
落
で
る
る
。
而
し
て
都
市
殊
に
大
都
市
民
の
職
業
は
原
則
と
し
て
非
農
業
的
で

あ
る
。
さ
れ
ば
彼
等
は
そ
の
生
活
資
料
や
加
工
原
料
を
農
業
に
仰
が
ね
ば
な
ら
向
。
と
れ
古
来
都
市
の
設
建
は
一
一
闘
に
於
て
常
陀
農

業
に
制
約
さ
れ
て
来
た
理
由
で
あ
る
。
然
る
に
近
肘
に
壬
り
闘
民
経
済
・
世
界
経
持
の
時
代
に
入
る
や
、
都
市
が
利
用
し
う
る
農
業

領
域
は
昔
日
の
如
き
封
建
的
或
は
封
鎖
的
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
て
園
内
的
・
図
際
的
に
損
大
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
邸
ち
今
日
の
都
市

殊
に
大
都
市
は
図
内
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
世
界
の
隅
々
に
五
る
ま
で
の
農
産
物
を
利
用
し
う
る
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
於
て
近

代
大
都
市
の
如
き
は
地
方
都
市
・
領
域
都
市
に
非
や
し
て
園
内
部
市
創
出
界
都
市
と
い
へ
う
る
で
あ
ら
う
c

近
代
都
市
の
引
抽
出
展
に
と

り
て
有
利
な
る
保
件
と
な
っ
た
も
の
は
、
右
の
如
く
都
市
の
利
用
し
う
る
農
業
領
域
の
燐
ム
へ
の
外
に
、
農
託
生
産
力
の
務
展
で
あ
芯

段
肌
誌
の
生
引
・
引
は
沼
山
に
入
る
に
川
止
リ
て
随
時
刊
日
利
引
"
市
川
井
戎
術
。
改
良
刷
民
地
の
利
略
的
作
訓
段
以
の
訟
が
等
い
れ
よ
H
2
4
H
し

て
府
大
し
た
の
で
る
る
が
、
一
言
ふ
迄
も
攻
く
今
日
の
皆
利
経
済
の
下
に
於
て
農
村
の
過
剰
生
産
物
は
都
市
と
の
交
換
に
上
り

τ
の
み

そ
の
経
済
的
意
義
を
見
出
す
。

き
れ
ば
後
展
し
た
る
農
業
生
産
力
の
結
川
市
は
必
然
的
に
都
市
に
徒
供
せ
ら
る
L
の
で
る
る
。
ん
即
ち
農

業
生
産
力
の
焚
展
が
近
代
都
市
発
展
の
蒸
礎
を
た
し
て
ゐ
る
。
川
農
村
過
刺
人
口
の
存
在

大
都
市
に
於
け
る

E
犬
な
る
数
に
謹
ナ

る
人
口
は
何
'
腿
か
ら
来
た
か
と
い
ふ
に
勿
論
蛍
該
各
都
市
に
於
け
る
土
着
市
民
の
人
口
の
自
然
榊
加
の
結
果
の
み
で
な
〈
他
か
ら
の

移
入
に
由
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
か
ら
の
移
入
民
は
農
村
か
ら
の
直
接
の
移
入
民
と
、
他
の
大
中
小
都
市
か
ら
の
移
入
民
と
に
分
ち

ム
花
比
一
ヘ
)

う
る
が
司
)
而
も
亦
後
者
の
大
部
分
は
農
村
出
身
で
あ
る
こ
と
は
統
計
上
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
所
で
る
る
。
然
ら
ば
農
民
は
何
故
に
農
村

を
捨
て
ミ
都
市
広
移
入
す
る
か
又
何
故
に
都
市
殊
に
大
都
市
に
そ
れ
が
集
中
す
る
か
、
農
民
が
愛
村
を
捨
て
L
都
市
に
移
入
す
る
迎

出
に
就
て
は
文
化
的
理
由
例
へ
ば
農
村
の
封
建
的
な
煩
は
し
き
伴
統
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
由
友
且
つ
事
か
た
都
合
丈
化
を
亨
受

大
都
市
時
代
の
出
現
と
そ
り
可
能
原
因
の
考
察

叫
が
凶
十
回
答

五
七

第

~rR. 

ー
七



大
都
市
時
代
の
問
犯
と
そ
の
可
能
原
因
の
考
察

第
四
十
四
巻

五
八

全if.

生主

まi

，'-

せ
う
と
い
ふ
が
如
き
欲
求
も
無
脱
出
来
胞
が
、

そ
れ
に
も
況
し
て
大
な
る
は
経
済
的
枇
合
的
理
由
で
る
る
。
邸
中
つ
近
代
経
桝
枇
曾
に

入
る
に
及
ん
で
、
農
村
に
於
け
る
地
主
の
土
地
粂
併
・
貨
幣
経
済
の
浸
入
農
村
副
業
の
都
市
工
業
化
・
自
給
自
足
経
済
の
崩
境
・
農
業

利
潤
が
工
業
利
潤
に
及
ば
ざ
る
に
よ
る
資
本
の
都
市
へ
の
流
出
小
作
料
や
公
認
負
捨
の
草
隈
等
の
諸
原
因
が
農
村
殊
に
中
小
農
民
の

生
活
配
非
常
に
苦
し
き
も
の
た
ら
し
め
、
農
村
で
支
持
し
え
ぢ
る
問
調
過
刺
人
口
を
殺
生
せ
し
め
た
る
に
よ
る
。

か
く
て
資
本
主
義

の
闘
々
に
於
て
は
例
外
た
く
農
村
人
口
の
都
市
の
移
動
が
行
は
れ
た
。
更
に
伴
ヒ
て
移
動
す
る
と
の
人
口
は
何
故
に
大
都
市
に
集
中

F 
る
;~J ~ 

1/1 

ト
，，~、

、

一1
土
た
部
首
亡
ー
の
り
て
主
拘
仁
和
抗
日
経
ト
主
し
て
刊
誌
叫
〉

f
b
b
Lじ
れ
た
な
F
'
J
3
p
:

ど
一
三
子
4
1
4
-

工
「
山
戸
、

r
J
j
u
…

l

I

l

h

一、一一、
J
7
t
J

ノ

HU円
げ

円

A
H
M仁

j

-

2

一z
f
川

F
L
3《

d
f
M
7

に
又
大
都
市
で
は
中
小
都
市
よ
り
も
文
化
的
設
備
が
一
居
完
備
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
L
併
せ
て
近
代
的
枇
合
政
策
が
溌
注
し
て
ゐ

る
こ
と
に
よ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ね
で
あ
ら
う
。

大
都
市
に
於
け
る
枇
命
政
策
の
技
法
は
人
口
の
大
な
る
吸
引
力
で
あ
り
、

口
の
犬
友
る
吸
引
は
更
に
枇
合
政
策
一
の
改
善
時
間
張
を
促
が
し
っ

t
L
b
る
e

(
註
七
)
一
九

O
O
に
於
け
る
渦
謹
三
十
三
大
都
市
の
人
口
白
五
六
・
七
%
は
移
は
移
入
民
で
あ
り
又
そ
れ
ら
の
大
都
市
に
生
ま
れ
し
者
の
中
二
七
・
七

d
p
は
他
へ
移
出
し
て
ゐ
る
。

(
註
八
)
カ
ヴ
セ
ル
は
濁
注
工
業
人
口
の
源
泉
と
し
て
の
農
村
人
同
を
研
究
し
て
、

一
八
九
五
年
か
ら
一
九

O
七
年
ま
で
に
四
百
三
十
七
詩
人
、
こ
れ

を
年
平
均
に
し
て
三
十
六
高
五
千
人
が
、
更
に
日
に
直
す
と
一
日
誌
り
千
人
宛
が
農
村
を
拾
亡

L
都
市
の
商
工
業
に
向
っ
た
こ
と

L
な
る
と
指
定
し
で

ゐ
る
。

一
九
=
二
年
制
逸
平
置
に
採
れ
ば
、

八
七
一
年
に
は
澗
抱
人
日
の
約
三
分
の
二
が
人
口
二
千
以
下
白
地
方
部
十
滑
に
住
ん
で
ゐ
た
が
、

一
九
二
王

年
に
は
そ
れ
が
約
三
分
。
一
と
な
っ
た
。
而
し
て
こ
O
約
五
十
年
聞
に
帯
加
し
た
人
口
は
主
と
し
て
大
都
市
に
集
っ
た
と
報
脅
し
て
ゐ
る
。
大
都
市
民

に
な
る
迄
に
一
旦
は
巾
小
都
市
民
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

も
と
は
大
部
分
農
村
出
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
れ
ら
の
報
告
で
も
明
か
で
あ
る
。
文
都
市
民
の

都
市
か
ら
都
市
へ
の
移
動
に
就
て
は
ラ
イ
ネ
ル
ト
は
一
九

O
O年
狐
遜
=
一
十
三
大
都
市
の
人
U
の
五
六
・
七
%
は
移
入
民
で
あ
り
、
又
大
都
市
に
間
生
し

た
も
の

L
三
七
・
七

μ
は
他
へ
移
出
し
た
と
い
っ
て
ゐ
る
。

i)i 人

G. C:1ssel， Theoretische Sozi:1.l凸konomie，S. 502 
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L
 
資
本
の
存
作
及
び
造
成

機
仙
慨
が
波
法
し
且
つ
震
直
物
の
官
界
市
場
が
え
泌
市
の
た
め
に
解
放
せ
ら
れ
た
と
し
℃
も
、
都
市

に
し
て
資
本
を
右
せ
さ
り
せ
ば
、

と
れ
ら
機
峨
や
農
産
物
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ら
ろ
。
然
る
に
近
代
大
都
市
の

多
く
の
も
の
は
対
往
時
代
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
あ
っ
た
資
本
を
承
織
し
、
近
代
社
舎
に
入
る
に
至
っ
て
そ
れ
を
商
業
土
・
工
業
上
に
利

用
し
出
し
た
、
山
ち
そ
れ
ら
資
本
の
一
部
は
同
定
資
本
と
し
て
進
場
し
た
る
近
代
的
友
機
械
や
建
物
に
、

一
部
は
流
動
資
本
と
し
て

N
M
料
や
持
働
の
購
入
に
定
て
ら
れ
で
近
代
的
な
活
動
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
。
都
市
に
於
け
る
資
本
の
造
成
が
同
質
ま
し
く
、
十
日
き

資
本
は
又
新
な
る
資
本
山
ゼ
生
み
て
児
に
そ
の
膨
張
主
附
け
、

岬
州
市
と
し
て
の
枇
命
的
・
終
消
的
機
能
を
佐
々
償
資
し
て
い
っ
た
。
対

往
時
代
か
ら
の
巾
小
川
仙
沼
に
は
わ
く
の
川
く
し
て
近
代
的
L

へ
都
市
に
品
目
注
し
て
げ
っ
た
る
も
の
が
少
か
ら
や
あ
る
の
み
泣
ら
十
、
叉

;
;
7
l
i
l
;
l
l
p
r
i
F

「

〉

広

-
1
;
J
I
b
o
-
F
s
i
f
、

話
相
可
ド
臼
U
Uさ
れ
合
ヌ
ヘ
潟

fzzt二
て
ホ

f
P
4
5
H泊
U
Z
ヤ
ら
れ
そ
れ
わ
り
〈
一
八
引
刊
ハ

--号、

4
J
ピ
'
h
)
l
d
K
M
P

L
E
I
μ
1
7
t
6
{
F
ノ

L
し
せ
ぬ
。

必
ず
る
に
近
代
的
大
都
市
が
建
設
せ
ら
れ
た
根
本
動
力
が
資
本
に
あ
っ
た
こ
と
は
何
人
も
者
み
え
な
い
所
で
あ
ら
う
。
更
に
資
本
を

し
で
か
く
の
如
き
近
代
的
活
動
を
な
さ
し
む
る
に
岱
り
て
、
金
融
得
格
制
度
市
場
の
組
織
等
の
設
展
が
興
っ
て
大
友
る
力
あ
り

L
は

一
百
ふ
を
挨
た
ね
。

乙
法
律
上
政
治
上
の
原
因

ω峨
業
・
居
住
・
信
仰
及
び
契
約
の
自
由

封
建
時
代
に
於
け
る
如
く
同
氏
に
峨
業
や
居
住
或
は
信
仰

の
自
由
が
僚
は
れ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
農
民
が
商
工
民
に
費
十
る
と
と
も
、

同
合
か
ら
部
舎
に
移
住
す
る
こ
と
も
、

又
異
教
徒
が
雑
居

す
る
と
と
も
川
来
中
、
到
長
大
都
市
の
建
設
は
州
来
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
コ
然
る
に
宗
教
革
命
働
湖
西
革
命
等
の
洗
踏
を
う
け
売
近

代
枇
命
日
は
そ
れ
ら
の
対
建
的
拘
束
|
例
之
‘
ギ
ル
ト
制
度
や
居
住
法
万
ぴ
封
建
的
宗
教
法

i
を
撒
唆
し
て
そ
れ
ら
の
自
由
を
許
し
た
。

法
に
於
て
か
多
数
の
農
村
佃
…
南
町
者
が
都
市
に
移
住
す
る
と
と
も
都
市
的
職
業
に
就
く
可
能
性
も
輿
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に

大
都
市
時
代
の
問
現
と
そ
白
可
能
原
悶
の
考
察

第
四
十
四
巻

五
九

'fi~ 

掠

li 
九



大
都
市
時
代
の
問
現
E

と
そ
の
可
能
原
悶
の
考
察

第
四
十
四
巻

11~ 

是主

/、。

ノ、

C 

そ
の
可
能
性
を
増
大
し
た
る
も
の
に
契
約
自
由
の
原
則
の
一
確
立
を
い
は
ね
ば
な
ら
ね
。
近
代
の
白
山
主
義
枇
ム
何
回
は
公
序
良
俗
に
反
ぜ

ざ
る
限
り
原
則
と
し
て
人
々
の
間
に
於
け
る
資
質
・
取
引
の
自
由
を
許
し
た
。

こ
の
自
由
が
認
め
ら
る
h

に
及
ん
で
持
働
契
約
も
商

口
山
の
寅
貨
も
白
山
と
な
り
、
都
市
の
経
済
活
動
は
続
々
拡
充
せ
ら
れ
、
都
市
に
集
り
来
る
多
〈
の
人

L
K
K
職
業
と
生
活
と
を
奥
ふ
る

に
至
っ
た
。
川
内
政
治
上
の
原
因

大
都
市
が
建
設
さ
れ
し
政
治
上
の
原
同
と
し
て
は
近
代
岡
家
の
政
治
的
能
力
と
都
市
の
政
治
能
力

の
後
述
を
述
ぺ
ね
ば
な
ら
ね
。
前
者
に
言
及
す
る
所
以
は
荒
し
近
代
国
家
に
あ
り
で
は
都
市
は
国
家
よ
り
制
立
す
る
も
の
に
井
十
し

-1
常

κ同
家
政
治
の
支
配
絞
削
の
ド
に
あ
あ
か
ら
引
」
あ
る
。

依
り
と
民
家
に
し
て
れ
市
に
剖
fJ
る
政
策
を
誠
心
た
な
ら
ば

計r;
!士

到
底
そ
の
設
遣
を
み
る
を
え
な
い
の
目
で
あ
る
J

然
る
に
近
代
枇
舎
に
入
る
や
都
市
は
一
図
経
部
活
動
の
心
臓
た
り
と
せ
ら
れ
て
、

れ
が
護
連
助
成
に
闘
家
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら

l
例
之
港
湾
修
築
・
道
路
・
鍬
道
敷
設
・
電
信
・
電
話
の
設
置
・
棋
範
工
場
の
建
設
・
整
備

制
度
の
完
整
・
事
校
の
設
置
及
び
毅
育
・
宗
教
政
策
の
改
善
等
寵
し
た
の
で
あ
る
。
掛
り
岡
家
が
都
市
の
改
定
を
助
長
し
た
る
に
止

ら
一
宇
都
市
に
自
治
館
、
と
し
て
自
由
と
責
任
宝
典
へ
て
そ
の
活
動
を
促
進
せ

1
め
た
。
近
代
都
市
の
設
定
に
は
こ
れ
ら
の
国
家
的
政
治

能
力
が
至
大
た
る
闘
係
を
有
す
る
こ
左
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
ら
う
と
忠
ふ
。

更
に
縛
じ
て
都
市
そ
れ
自
慢
の
政
治
能
力
を
み
る
。
都
市
の
政
治
能
力
は
今
世
紀
に
入
り
て
著
し
く
進
歩
し
た
。
そ
れ
は
一
つ
に

は
上
に
述
べ
し
凶
家
的
友
政
治
的
償
制
の
力
に
侍
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、

叉
他
に
は
集
園
生
活
に
於
け
る
経
験
の
結
山
市
は
自
ら
市

従
っ
て
又
協
同
的
精
神
の
設
建
を
促
ず
に
至
っ
た
に
よ
る
U

3
2
6
Z
H
 

民
に
共
同
の
利
害
閥
係
に
就
で
の
白
血
礼
と
、

人
は
十
九
世
紀
を
競
争

か
く
の
如
〈
協
同
的
精
一
柳
の

後
遺
し
た
る
に
加
へ
て
、
近
代
大
都
市
の
護
法
は
会
第
に
市
政
に
闘
す
る
理
論
的
・
技
術
的
研
究
を
促
が
し
た
。
昔
日
は
単
な
る
素 乙

Pollock and Morgan， Modern cities p. II-I4. 14) 



人
が
市
政
の
責
務
に
興
っ
た
の
で
あ
る
が
、
-
今
日
は
多
〈
の
専
問
家
を
要
求
し
又
専
問
家
が
輩
出
し
つ

k
b
る。

乙
の
事
が
又
都
市

の
経
営
に
科
率
的
基
礎
を
奥
へ
部
市
の
存
立
と
愛
日
比
と
に
大
な
る
寄
奥
を
な
し
つ
L

あ
る
。
都
市
は
翠
に
警
察
保
安
と
が
災
害
防
止

等
の
消
極
的
方
閣
の
み
な
ら
や
、
進
ん
で
市
場
病
院
の
設
置
・
交
通
系
統
や
機
闘
の
改
善
、
上
下
水
道
を
始
め
保
健
・
衛
生
設
備
の

完
備
、
批
舎
救
済
制
度
の
横
一
允
等
の
積
極
的
所
勤
を
な
し
つ

L
あ
る
。
殊
に
近
時
の
都
市
計
震

(
a
q
2
ω
5
5
p
g
p
L
Z
E
C
)
 
L土
と

れ
ら
都
市
に
闘
す
る
知
識
の
綜
合
と
し
て
部
市
経
営
の
禄
本
理
論
を
教
へ
る
・
も
の
な
る
が
、

そ
の
研
究
は
続
々
専
問
的
に
利
副
学
的
に

な
り
つ
h

あ
る
3

郁
市
計
栄
一
民
は
今
日
の
所
主
と
し
て
、

住
宅
問
題
交
通
問
題
等
を
中
心
と
し

τ諭
ぜ
ら
れ

τゐ
る
が
、

将
来
は
都
市

の
組
内
似
合
組
織
と
浅
侍
ド
闘
す
る
討
議
に
ま
で
滋
士
ん
と

7
る
情
勢
を
一
消
し
ね
る
。

そ
は
況
に
州
、

{
J
C
1
i
t
-
-
J
t
 

t
1
1
v
K
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I
l
-
-
9
1
H
i
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k
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p
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近
世
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方を
け

"" 科
。EFi
上
の
諸
屑7ち
コ〉ζ
見

川
近
代
大
都
市
の
出
現
に
興
っ
て
特
に
貢
拡
の
大
な
り
し
現
化
事
上
の
設
見
は
電
気
と
ヨ

ゴ
ン
ク
リ

l
ト
は
都
市
建
築
に
各
々
一
大
革
命
を
晦
馴
ら
し
た
。
周
知
の

へ
司
九
)

如
く
一
電
気
は
今
日
電
信
・
電
話
及
び
電
車
と
し
て
都
市
の
交
通
に
又
電
燈
と
し
て
は
一
般
的
衣
服
明
に
使
は
れ
て
ゐ
る
即
電
信
殊
に

ン
ク
リ

1
ト
と
で
あ
る
。
電
気
は
都
市
の
交
通
と
照
明
に
、

電
話
や
電
車
或
は
電
燈
が
近
代
大
都
市
に
と
り
で
如
何
に
必
須
不
可
快
の
も
の
で
る
る
か
は
、
大
都
市
の
生
析
を
一
度
反
省
す
れ
ば

也
ち
に
明
瞭
で
あ
り
、
政
て
乗
合
馬
平
や
馬
車
鋭
道
時
代
や
、
人
馬
の
一
瞬
遁
時
代
や
ラ
ン
プ
の
時
代
に
想
到
す
る
ま
で
の
必
要
も
友

い
こ
と
で
あ
ら
う
。
今
日
大
郁
市
民
が
坐
な
が
ら
に
し
て
日
々
多
数
の
人
々
と
複
雑
な
る
枇
舎
上
経
済
上
文
化
上
の
交
通
を
な
し
ろ

る
は
電
話
の
力
で
る
り
、

又
都
市
が
日
々
数
寓
数
十
高
人
と
い
ふ
頼
し
き
交
通
量
を
消
化
し
て
ゐ
る
の
は
、
そ
の
全
部
に
非
る
に
せ

ょ
、
向
多
〈
を
市
街
電
車
・
郊
外
電
車
・
地
下
電
車
の
力
に
負
ふ
の
で
あ
る
。

又
都
市
を
し
て
夜
に
五
ら
ば
不
夜
城
の
如
く
友
ら
し
め

-
べ
都
市
時
代
白
出
現
と
そ
り
可
能
原
因
。
考
案

第
四
十
四
巻

ム
ノ、

第

五車

ム

ノ、



大
都
市
時
代
の
問
視
と
そ
の
可
能
原
因
の
考
察

茸3

葺E

ム
r、

第
四
十
四
巻

ずて

濁
り
治
安
上
の
不
安
を
発
か
れ
し
む
る
の
み
友
ら
歩
、

蓋
と
同
校
な
経
済
的
・
祉
命
日
的
活
動
を
た
さ
し
む
る
の
も
主
止
し
て
電
波
の

賜
で
あ
る
。
今
日
の
大
都
市
か
ら
電
話
、
電
燈
・
電
車
を
奪
ふ
と
と
は
印
ち
都
市
生
活
の
終
熔
を
意
味
す
る
も
の
で

b
る。

(
註
丸
)
電
伝
の
後
明
は
蓮
〈
百
般
十
年
前
で
あ
り
そ
り
俊
明
者
と
稽
す
る
も
の
も
亦
数
十
人
の
多
き
に
上
る
が
一
八
四
四
年
米
人

即
位

E
Z
O】

ζ
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が
ワ
シ
ン
ト
ン
と
バ
ル
チ
モ

1

7
問
に
通
信
を
開
始
し
た
る
を
貸
用
に
用
ゐ
し
泣
協
と
す
る
e

電
話
?
波
明
は
一
八
六
一
人
絹
人

2
L一
一
句
司
回
向
田

端
を
滋

L
一
八
七
六
年
米
人
。

=
r
E出
国
主
に
よ
り
ご
成
殺
す
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電
慢
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一
八

O
一
年
英
凶
大
化
場
者
ハ

y

フ
レ
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デ

l
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卿
の
武
験
に
始
主
的

来
八
工
ヂ
ソ
ン
犯
人
ミ
ワ

y
仲
間
悶
の
コ
之
ト
中
川
戸
ず
ノ
米
人
ウ
A
1

リ
F

ム

々

リ

り

ヂ
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ン

ゲ

ミ

L

l

y
叫
刊
の
努
力
を
へ

CAA-H
心
部
『
切
に
設
し

次
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
就
て
述
ぺ
ん
に
、

一
八
二
四
年
英
人
ア
ス
プ
デ
ィ
ン
が
ポ

1
ト
ラ
ン
ド

-
セ
メ
ン
ト
を

コ
ン
ク
り

1
ト
ま

一
八
五

O
年
悌
人
一
フ
ボ
ー
に
次
い
で
一
八
六
七
年
モ
ニ

Z
Q
B
G
T
冨
。
回
目
立

が
銀
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
考
案
し
て
以
来
こ
の
新
し
い
建
築
材
料
は
忽
ち
普
及
し
む
近
代
的
建
築
物
、
例
之
大
小
の
陪
繍
山
学
校
・
百

設
明
し
て
以
来
念
に
用
途
が
強
大
し
た
る
も
の
な
る
が
、

脱
・
百
貨
席
等
の
ピ
ル
デ
ン
グ
は
い
ふ
に
友
ば
十
矯
梁
・
水
道
・
待
路
・
堤
防
・
庚
揚
等
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
加
を
み
ざ
る
は
友
く
、

正
し
〈
近
代
大
都
市
の
骨
格
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
翻
が
あ
る
。
人
若
し
と
れ
等
の
ピ
ル
デ
ン
グ
・
水
道
・
街
路
・

橋
梁
が
近
代
大
都
市
の
経
鐙
に
如
何
に
重
要
な
る
闘
係
を
有
す
る
か
を
省
み
る
と
き
、

タ
ン
ク
リ
I
ト
の
大
都
市
建
設
に
及
ぼ
し
て

ゐ
る
力
の
大
怠
る
と
と
を
認
め
ざ
る
を
え
ね
で
あ
ら
う
。
四
微
生
物
事
上
の
殻
見

{
註
十
)

活
と
最
も
密
接
な
る
闘
係
を
有
す
る
も
の
は
停
染
病
の
病
原
菌
の
夜
見
で
あ
る
。
体
染
病
が
人
類
に
と
り
で
如
何
に
大
友
る
生
命
の

微
生
物
製
上
の
後
見
の
中
、
近
代
大
都
市
の
生

脅
威
で
あ
る
か
は
認
に
緩
設
を
要
せ
ざ
る
も
、
試
み
に
人
は
一
三
四
六
年
か
ら
五
三
年
に
か
け
て
流
行
し
た
る
ベ
ス
ト
の
た
め
に
欧

洲
に
於
て
貨
に
二
千
六
百
高
の
人
口
が
世
界
か
ら
奪
は
れ
た
と
い
ふ
記
録
を
み
て
も
戦
傑
を
感
守
る
で
あ
ら
う
。
と
れ
程
大
規
模
に Jこ

。

頁
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非
る
も
、
侍
染
病
が
多
〈
の
都
市
人
口
を
奪
っ
た
例
に
至
り
で
は
枚
事
に
逗
が
た
い
o
然
る
に
近
世
に
一
五
り
て
細
菌
製
(
E
2
2
3
5
ヱ

が
護
達
し
て
、

そ
れ
ら
の
病
気
に
針
す
る
防
衡
や
治
療
方
法
が
考
へ
山
山
さ
る
a
h

に
壬
り
都
市
衛
生
の
上
に
一
大
革
新
を
賞
ら
ず
に
五

っ
た
。

勿
論
今
日
枇
命
日
衛
生
撃
は
未
だ
進
歩
の
道
程
~
れ
る
り
、

都
市
の
枇
人
間
街
生
的
施
備
に
五
り
て
不
完
全
な
る
劉
砂
か
ら
ざ
れ
刊
と

も
、
時
前
十
米
-
」
の
方
耐
に
於
て
更
に
多
〈
の
進
歩
改
善
を
期
待
し
う
る
と
と
は
都
市
殊
に
大
都
市
生
活
に
と
り
で
は
大
な
る
歎
び
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
血
。

五
口
人
が
今
日
の
大
都
市
の
存
江
原
凶
と
し
て
細
菌
製
上
の
貢
献
を
数
へ
ん
と
す
る
こ
と
も
蓋
し
異
論
の
な
い
所

で
あ
ら
う
。
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世
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二
年
に
品
目
児
さ
れ
た
の

E
Z
Wユ
小
映
で
あ
ら
う
と
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
結
核
薗

2
5
2
2
}自
白
)
は
一
八
六
五
年
配
ソ
イ
レ
ミ
シ
が
紡
桜
の
感
染
す
る

一
八
八
二
年
コ
ヴ
ホ
が
病
原
荷
を
鷲
見
し
た
。
ぃ
淋
菌
は
一
八
六
午
ナ
イ
セ
ル
に
よ
り
軟
性
下
滑
菌
は
一
八
八
九
年
グ
グ
レ
ー
に
よ

こ
と
を
究
遣
し
て
、

日
、
微
寿
村
原
健
は
一
九

O
一
本
年
一
ν
ヤ
ウ
デ
ン
及
ピ
ホ
フ
マ

y
に
よ

P
亡
、
又
赤
痢
菌
は
今
恥
ら
三
十
数
年
前
に
志
賀
潔
民
に
よ
り
て
、
嫡
菌
は
一
入。

七
一
年
ハ
ン
ゼ
ン
に
よ
り
て
各
々
夜
見
さ
れ
、
チ
プ
7

A

(

・3
r
r
c
m
)
白
珠
防
注
射
は
一
へ
九
六
年
フ
ァ
イ
ア
ア

l
及
び
コ
ヅ
レ
に
よ

P
て
試
み
ら
る
。

ー
そ
の
他

以
上
の
外
近
代
大
都
市
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
た
る
も
の
と
し
て
、
産
業
革
命
以
後
比
較
的
平
和
の
時
代
が
持
続

し
た
こ
と
を
数
へ
ね
ば
友
ら
ね
。
。
戦
争
の
破
壊
的
た
る
こ
と
は
=
一
十
年
戦
争
の
後
の
欧
洲
の
荒
駿
を
み
て
ち
知
ら
る
L
所
な
る
が

か
く
の
如
き
戦
争
は
官
界
戦
争
ま
で
は
欧
大
陸
に
は
起
ら
や
、
世
田
作
戦
争
と
雄
も
都
市
を
破
壊
し
た
こ
と
は
大
し
た
も
の
で
は
な

ぃ
。
戦
争
の
多
く
は
回
閣
山
野
で
行
は
れ
た
。

こ
の
馳
に
於
て
米
閣
の
大
都
市
は
最
も
大
き
い
窓
み
を
う
け
、
我
国
の
都
市
も
日
清

日
露
の
雨
戦
争
が
大
陸
で
行
は
れ
し
た
め
に
、
破
壊
か
ら
免
れ
た
。
右
の
外
、
都
市
が
郊
外
/
¥
へ
と
の
び
て
常
に
そ
の
都
市
的
領

大
都
市
時
代
の
出
現
と
そ
り
可
能
原
因
の
考
察

第
四
十
四
巻

プす

'*~ 
競

占

/、

大百科事典に繰る。18) 



大
都
市
時
代
の
出
現
止
そ
の
可
能
原
因
白
考
察

第
四
十
四
巻

六
回

第

量主
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域
を
横
張
し
遂
に
大
都
市
的
商
表
を
も
つ
に
至
る
に
就
て
は
、
住
宅
問
題
も
重
大
た
る
原
因
で
あ
る
が
同
時
に
都
市
的
文
化
の
煩
喰

か
ら
解
放
さ
れ
て
自
然
に
接
し
ゃ
う
と
す
る
近
代
人
の
文
化
的
・
心
理
的
要
求
に
基
い
て
ゐ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
友
ら
ぬ
。

一四一、結

百

以
上
必
ぺ
た
る
如
く
今
H
ば
心
へ
郎
市
時
代
廿
あ
る
。

弛
球
上
に
官
に
厄
百
数
十
の
大
都
市
を
松
へ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
た
都
市

は
現
代
女
化
の
創
造
者
文
配
者
と
し
で
、
中
小
都
市
及
び
農
村
に
劃
し
て
王
座
の
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
吾
人
の
考
察
し
た

る
所
に
よ
り
て
知
ら
る
a
A

如
く
、
ム
へ
都
市
時
代
の
出
現
を
可
能
な
ら
し
め
た
る
理

'mは
決
し
て
簡
軍
な
る
も
の
で
は
な
い
。
今
本
小

論
を
終
る
に
臨
み
て
之
を
妥
括
せ
ん
に
、
先
づ
経
済
的
立
揚
か
ら
は
、
現
代
大
都
市
を
建
設
し
た
る
根
本
的
の
力
は
資
本
で
る
る
。

併
し
こ
の
資
本
を
働
か
し
め
た
る
も
の
と
し
て
ほ
機
械
に
よ
る
分
業
の
護
逮
と
都
市
と
農
村
と
の
闘
内
的
及
び
閥
際
的
連
絡
を
る
げ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
れ
ら
の
経
済
現
象
が
企
業
に
よ
り
て
行
は
れ
た
る
こ
と
に
就
て
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
印
ち
現
代
大
都
市
は
資
本

の
都
市
で
あ
り
分
業
の
都
市
で
あ
り
園
内
的
岡
際
的
農
村
の
都
市
で
あ
り
企
業
の
都
市
で
あ
る
。
枇
曾
的
に
い
へ
は
現
代
大
都
市
を

建
設
し
た
る
も
の
は
主
と
し
て
現
代
産
業
組
織
の

F
に
愛
生
し
た
る
頼
し
き
農
村
の
過
剰
人
口
、
郎
ち
農
村
無
産
階
級
で
あ
る
。
印

ち
現
代
大
都
市
は
無
産
者
の
都
市
で
る
り
持
働
者
の
都
市
で
あ
る
。
法
律
的
に
い
へ
ば
現
代
大
都
市
を
建
設
し
た
る
も
の
は
居
住
・

職
業
・
信
仰
・
契
約
の
自
由
原
別
で
あ
る
。
自
由
の
原
則
は
資
本
の
存
す
る
所
、
企
業
の
行
は
れ
る
所
に
人

7
5吹
牧
し
て
ゆ
く
。
印

ち
現
代
大
都
市
は
自
由
民
の
都
市
で
あ
り
、
自
由
競
争
の
都
市
で
あ
る
。
科
事
上
か
ら
い
へ
ば
現
代
大
都
市
の
出
現
を
可
能
友
ら
し

め
た
る
も
の
は
細
菌
製
の
設
建
に
よ
る
偉
染
病
か
ら
の
防
衛
、

さ
て
は
電
気
を
は
じ
め
諸
多
の
理
化
製
・
土
木
製
の
賜
で
る
る
。
現



代
大
都
市
は
削
ち
科
撃
の
都
市
で
あ
り
技
術
の
都
市
で
あ
る
。
最
後
に
政
治
的
に
い
へ
ば
現
代
同
家
が
所
謂
個
人
主
義
・
自
由
主
義

の
枇
舎
秩
序
に
封
ず
る
保
護
の
一
潟
に
或
は
そ
の
務
遣
の
矯
に
、
同
問
円
余
自
ら
が
或
は
又
自
治
慌
と
し
て
都
市
白
般
に
合
迎
的
友
政
治
機

構
を
蹴
(
へ
そ
の
蓮
用
を
助
け
た
る
に
よ
る
。
現
代
都
市
殊
に
大
都
市
は
同
家
の
章
一
姿
友
る
政
治
領
域
'
と
し
て
常
に
岡
家
の
統
制
を
う

け
た
る
こ
と
を
、
自
治
悼
と
し
て
の
都
市
自
鰐
の
政
治
能
力
の
進
歩
後
展
と
共
に
お
れ
で
は
友
ら
ね
。
削
ち
現
代
大
都
市
は
岡
家
の

都
市
で
あ
り
自
治
鳴
の
都
市
で
あ
る
。
さ
て
上
に
あ
げ
た
現
代
た
都
市
の
山
川
現
の
可
能
原
闘
の
中
、
政
治
・
枇
命
日
・
経
済
的
・
諸
原
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個
人
主
義
白
山
主
義
の
下
に
活
動
し
た
資
本
主
義
経
消
枇
合
に
必
然
的
な
内

庄
内
漣
梁
中
位
以
戸
」
あ
ら
は
れ
た
る
事
象
に
外
な
ら
れ
M

の
ぜ
あ
る
。

J
A
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門
事
上
・
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設
見
や
諸
受
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展
そ
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ノF
五51

が
そ
の
一
護
見
や
愛
明
を
促
進
せ
し
め
且
っ
そ
の
利
用
を
摘
め
た
る
と
と
は
否
む
と
と
が
出
来
ぬ
。
之
を
要
す
る
に
近
代
大
都
市
は
近

代
壮
舎
に
於
け
る
枇
舎
上
・
経
向
上
・
法
律
上
・
政
治
上
・
利
時
半
上
の
諸
種
の
力
の
綜
合
的
表
徴
で
あ
る
。

さ
れ
ば
こ
れ
ら
の
諸
種

の
力
が
坤
変
化
す
る
に
つ
れ
て
近
代
大
都
市
の
機
能
や
外
形
も
亦
或
は
徐
々
に
或
は
急
激
に
自
ら
健
化
し
て
ゆ
く
ぺ
く
、

と
の
意
味
に

於
て
か
、
る
大
都
市
現
象
も
亦
一
つ
の
歴
史
的
現
象
と
み
友
け
れ
ば
な
ら
ね
。
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大
都
市
時
代
の
出
現
と
そ
由
一
可
能
原
闘
の
考
察
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